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 本稿では、次世代のアジアを形成する日本人の大学生・大学院生を対象として GIARI（早稲田大

学グローバル COE プログラム・アジア地域統合のための世界的人材育成拠点）で実施された意識

調査 A-Vision のデータを活用し、次世代の「アジア地域統合」立場形成の決定要因について分析

するものである。 
 
本稿では、第一に、民族主義、ナショナリズム、国民アイデンティティー、アジア人アイデンテ

ィティーなどの個人意識についての概念を整理する。第二、これらの意識を要因として、どのよう

な地域統合に対する意見が形成されるのかを実証分析する。第三に、これらの意識を要因とする以

外に、その他の要因も存在するのか、もしあるならば、それはいかに影響を与えているのかを論じ

る。 
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